
課題の解決に向け，自分の意思で目標

をもち，周囲と協働しながら探究活動

に粘り強く取り組むことができる。

実社会や実生活における「ひと・もの・こ

と」との関わりを通して，自分を俯瞰して

捉え，考えを広げたり，深めたりしながら

自己の生き方を考えることができる。

探究の過程において，自分の考えをもち他者に伝

えるとともに，異なる意見や考えを生かしながら

合意形成を図り，他者と協力して問題の解決に向

けた探究に取り組むことができる。

【海田西小学校の振り返りの視点】

振り返りは，自己と対話することで，学習

内容とつながり，学びの広がりや深まりを自

覚することができます。また，自己を見つめ

ることは，「メタ認知」を育成することにつ

ながります。

海田西中学校区では，各校の実態に応じて

振り返りの視点を設定し，児童生徒の実態，

学習内容や活動によって，柔軟に視点を与え

ています。

児童生徒が真剣に，本気になって学びに向か

う学習活動を構想するうえで，ＰＢＬの視点を

もとに，海田西中校区独自の「単元構想図」を

活用しています。

また，期待される児童生徒の姿を書き入れる

ことで，資質・能力が確実に育成されているか

どうかを把握することができます。

古くは山陽道の宿場町として栄え，今でも交通の要衝となる利便性・快適性が高い町です。

また，町外からの人口流入も多く，暮らしやすさが実感できる町です。町の中心部では都市

化が進む一方，豊かな自然や歴史ある町並みも現存しています。日本人初の金メダルを獲得

した織田幹雄，江戸時代より伝わる郷土料理「海田さつま」などが自慢です。海田西中学校

区では，地域の「材」を生かし「本物」の探究を進めています。

海田西中学校区 探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業

主体的に学びを深める児童生徒の育成
～探究的な学習の単元開発・実践・改善を通して～

「児童生徒の資質・能力をひまわりのようにのびのびと育んでいきたい」。その

ような願いのもと，「単元構想図」を温かく照らし成長を促す「太陽」に，「振り

返りの視点」を生命の源である「水」に例え，取組を進めてきました。

資質・能力の育成をより確かなものにするため，中学校区で育成する資質・能力を設定しました。「学びを

言語化し，主体的に自己の生き方について考える児童生徒」を育てていきたいと考えています。


